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1   ユーカリ通信

犬と猫の飼育数（推計）
2
0
1
4
年「
全
国
犬
猫
飼
育
実

態
調
査
」に
よ
れ
ば
、こ
の
5
年
間

で
犬
は
12
・
8
%
減
少
し
1
0
3
5

万
匹
、猫
は
3
・
6
%
増
加
し
9
9
6

万
匹
で
、50
歳
以
上
の
飼
育
者
は
全

体
の
6
割
を
占
め
ま
す
。
飼
主
の
高

齢
化
と
と
も
に
、負
担
の
少
な
い
猫

を
選
ぶ
傾
向
が
あ
り
、ペッ
ト
の
処
遇

が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、ペ
ッ
ト
と
の
お
別
れ
の
仕

方
も
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、あ
る
犬
と
猫
の
生
涯
を

と
お
し
て
、愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

お
別
れ
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆

犬
の
名
前
は「
ハ
チ
」、秋
田
県
大

館
市
で
1
9
2
3
年
11
月
10
日
に
生

ま
れ
る
。
飼
主
は
大
学
農
学
部
教

授
・
上
野
英
三
郎
氏
で
一
緒
に
過
ご

し
た
の
は
1
年
4
ヶ
月
で
し
た
。
彼

は
大
変
な
愛
犬
家
で
あ
り
、出
か
け

る
と
き
に
は
渋
谷
駅
ま
で
ハ
チ
を
伴

う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
ハ
チ
を
飼
い
始
め
た
翌
年
に
あ
た

る
1
9
2
5
年（
大
正
14
年
）に
上

野
氏
は
急
死
し
ま
し
た
。
ハ
チ
は
、

そ
の
後
9
年

間
も
渋
谷
駅

前
で
亡
く

な
っ
た
飼
い

主
の
帰
り
を

毎
日
待
ち
続

け
ま
し
た
。

1
9
3
5
年
3
月
8
日
ハ
チ
は
渋

谷
駅
近
く
で
死
亡（
享
年
11
）、3
月

12
日
渋
谷
駅
前
で
告
別
式
が
行
わ

れ
、青
山
霊
園
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

忠
犬
ハ
チ
公
像
は
、
渋
谷
駅
前
に

設
置
さ
れ「
渋
谷
の
シ
ン
ボ
ル
」と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
毎
年「
忠
犬

ハ
チ
公
慰
霊
祭
」が
渋
谷
ハ
チ
公
前

で
行
わ
れ
、今
年
で
80
回
を
迎
え
ま

し
た
。

　
　
　
　

◆

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
。
名
前
は
ま

だ
無
い
。
ど
こ
で
生
ま
れ
た
か
と
ん

と
見
当
が
つ
か
ぬ
」と
言
っ
て
い
る

野
良
で
雄
の
黒
猫
。
飼
主
は
中
学
校

の
英
語
教
師
・
珍
野
苦
沙
弥
氏
、一

緒
に
過
ご
し
た
の
は
1
年
と
少
々
。

そ
の
間
、恋
仲
に
な
る
三
毛
子
は
、

風
邪
で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
死
亡
。
戒

名
は「
猫
誉
信
女
」。
と
こ
ろ
で
、吾

輩
は
、「
ど
う
せ
い
つ
死
ぬ
か
も
知

れ
ぬ
命
だ
。」と
、思
い
切
っ
て
残
っ

た
ビ
ー
ル
を
飲
ん

で
、甕
に
落
ち
て
、

1
9
0
8
年
9
月

13
日
水
死（
享
年

2
）。
書
斎
裏
の
桜

の
木
の
下
に
埋
め

ら
れ
ま
し
た
。
戒
名

は
ま
だ
無
い
。

　

  

◆
明
治
の「
吾

輩
」と
、大
正

の「
ハ
チ
」の

対
照
的
な
生

涯
と
そ
の
後

を
見
ま
し
た
。

さ
て
、平
成
の
あ
な
た
の
パ
ー
ト

ナ
ー
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

ペ
ッ
ト
の
た
め
の
終
活
は
、イ
ザ

時
に
備
え
て
、愛
情
と
感
謝
の
気
持

ち
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
の

「
こ
こ
ろ
の
準
備
」を
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、自
分
が
先
に
亡
く
な
っ

た
時
の
た
め
に
、ペ
ッ
ト
の
処
遇
を

事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は 

・
引
き
取
り
先
・
ご
は
ん

の
好
き
嫌
い
・
散
歩
の
回
数
な
ど
を
、

「
イ
ザ
時
ノ
ー
ト
」に
書
き
残
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

な
お
、ペ
ッ
ト
の
火
葬
、ペ
ッ
ト

専
用
霊
園
、人
と
ペ
ッ
ト
が
一
緒
に

入
れ
る
霊
園
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
検
索
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、多
様
化
に
伴
い
ペ
ッ
ト
業

者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、法
律
が
未

整
備
の
た
め
、契
約
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
事
前
に
複
数
の
業
者
と
火

葬
・
埋
葬
場
所
や
料
金
な
ど
細
か
く

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

◆

「
動
物
を
救
う
こ
と
が
人
の
心
を

救
う
こ
と
」（
オ
ラ
ン
ダ
の
言
葉
）

「
一
人
暮
ら
し
の
寂
し
さ
を
癒
し
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
は
我
が
子
同

然
で
、
こ
の
子
を
見
送
る
ま
で
は
頑
張
り
ま
す
。」
と
い
う
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ペ
ッ
ト
の

お
葬
式
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
同
然
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

見
送
る
会
員
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
は
で
き
ま
す
。
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足
を
優
し
く
包
ん
で
、滑
り
に
く
い

愛
犬
と
過
ご
す
別
荘
で
の
休
日
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■「
ボ
ン
ス
テ
ッ
プ
」B
S
ー

5
5
6
5

　

2
0
、3
0
4
円
〜

近
ご
ろ
、健
康
や
美
容
、ダ
イ
エ

ッ
ト
、そ
し
て
認
知
症
予
防
に
ま
で

効
果
が
あ
る
と
巷
で
話
題
の「
コ
コ

ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
」。
寒
さ
が
こ
た
え

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、体
を
温
め

る
と
い
わ
れ
て
い
る
旬
の
根
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、コ
コ
ナ
ッ
ツ

オ
イ
ル
入
り
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
材
料
（
4
人
分
）

＊
鶏
モ
モ
肉（
一
口
大
） 

2
5
0
g

＊
じ
ゃ
が
い
も（
大
） 

1
個

＊
人
参    

本　

＊
レ
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コ
ン　

  

本
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玉
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個　

＊
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ッ
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ニ　

  

本

＊
プ
チ
ト
マ
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4
個

■
調
味
料

・コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル 

大
さ
じ
2 

・に
ん
に
く
、生
姜   

片
・タ
カ
の
爪 

1
本

・
ホ
ー
ル
ト
マ
ト（
カ
ッ
ト
）3
0
0
g

・
水
3
0
0
g　
・
カ
レ
ー
ル
ー 

1
片

・
カ
レ
ー
パ
ウ
ダ
ー 

大
さ
じ
1

・
チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
顆
粒 

小
さ
じ
2

・
醤
油
大
さ
じ
1 

・
砂
糖 

大
さ
じ
1

・
塩 
適
量

■
作
り
方

・
野
菜
は
一
口
大
に
切
る
。

・
に
ん
に
く
、
生
姜
は
皮
を
む
き
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

・
鶏
モ
モ
肉
は
一
口
大
に
切
る
。

・
鍋
に
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
、
に
ん

に
く
、
生
姜
、
タ
カ
の
爪
を
入
れ

中
火
で
炒
め
て
香
り
を
出
す
。

・
鶏
肉
を
加
え
て
炒
め
、
肉
の
表
面
が

色
付
い
た
ら
野
菜
を
加
え
炒
め
る
。

・
ホ
ー
ル
ト
マ
ト
、
水
を
加
え
沸
騰

し
た
ら
、
ア
ク
を
取
る
。

・
カ
レ
ー
パ
ウ
ダ
ー
、
チ
キ
ン
コ
ン

ソ
メ
、
砂
糖
、
醤
油
を
加
え
、
野

菜
に
火
が
通
る
ま
で
煮
込
む
。

・
火
を
止
め
て
カ
レ
ー
ル
ー
を
加

え
、ル
ー
が
溶
け
る
ま
で
混
ぜ
る
。

・
再
度
加
熱
し
、
沸
騰
し
た
ら
火
を

止
め
、
プ
チ
ト
マ
ト
を
加
え
る
。

大
切
な
人
、
愛
犬

と
過
ご
す
、「
か
け
が

え
の
な
い
時
間
」。

伊
豆
高
原
駅
か
ら
車
で
約
5
分
、

大
室
山
の
麓
に
佇
む
、
愛
犬
と
過
ご

す
高
原
リ
ゾ
ー
ト
。
海
、
山
、
温
泉
の

恵
み
を
存
分
に
味
わ
う
贅
沢
な
休
日

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
「
ビ
ッ
グ

ウ
ィ
ー
ク
伊
豆
高
原
愛
犬
家
族
」。

周
辺
に
は
城
ケ
崎
の
吊
り
橋
や
大

室
山
、
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
河
津
桜

や
白
浜
海
岸
な
ど
、
愛
犬
が
思
い

き
り
遊
べ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

伊
豆
高
原
以
外
に
も
、
那
須
、

山
中
湖
、
斑
尾
で
愛
犬
と一
緒
に
ご

宿
泊
い
た
だ
け
ま
す
。

専
用
の
庭
で
自
由
気
ま
ま
に
愛

犬
と
過
ご
す
、
自
然
の
中
を
散
策

し
な
が
ら
の
ん
び
り
愛
犬
と
一
緒
に

お
散
歩
、
家
に
い
る
と
き
と
同
じ

よ
う
に
愛
犬
と一
緒
に
お
食
事
、
愛

犬
と
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
思
う
存

分
遊
ぶ
、
自
宅
感
覚
で
過
ご
せ
る

た
め
、
飼
い
主
も
愛
犬
も
ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
で
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ー
ク
は
人
生
を
豊
か

に
彩
る
「
時
間
と
空
間
」
を
演
出

い
た
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
・
メ
リ
ッ

ヒ
社
が
開
発
し
、そ

の
優
れ
た
機
能
性
を
ド
イ
ツ
整
形
医

ト
ム
ゼ
ン
博
士
が
実
証
し
た「
ボ
ン

ス
テ
ッ
プ
」。
大
塚
製
靴
は
、日
本
人

の
足
に
合
う
よ
う
に
、京
都
大
学
の

霊
長
類
研
究
所
や
慶
應
大
学
人
間
工

学
研
究
室
と
の
共
同
研
究
を
行
い
、

現
在
の「
ボ
ン
ス
テ
ッ
プ
」が
完
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
ス
ニ
ー
カ
ー
の

解
放
感
を
革
靴
の
機
能
性
に
プ
ラ
ス

α
し
た
」履
き
心
地
は
、３
年
間
に

及
ぶ
日
本
人
1
3
、 

0
0
0
人
の
静

的
・
動
的
足
型
計
測
の
研
究
成
果
に

よ
る
も
の
。
足
全
体
を
優
し
く
包
ん

で
長
時
間
は
い
て
も
疲
れ
ず
、解
放

感
が
あ
り
ま
す
。
紹
介
す
る
B
S
ー

5
5
6
5
は
靴
底
に
世
界
ブ
ラ
ン
ド

の「
ビ
ブ
ラ
ム
ソ
ー
ル
」を
採
用
し

て
い
る
の
で
、滑
り
に
く
い
の
が
特

長
。
工
芸
的
な
優
し
さ
と
、科
学
的

な
合
理
性
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た

「
革
の
靴
下
が
靴
に
な
っ
た
」世
界

に
類
の
な
い
履
き
物
で
す
。

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

東
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百
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店
本
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5
階 

服
飾
雑
貨
婦
人
靴
売
場

 

シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー



便り

© Leonardo Manzo

Ｎ
響
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
定
期

 

情
熱
の
マエス
ト
ラ 

デ・ラ・パ
ー
ラ
登
場
！！

渋
谷
駅
直
結
の
隠
れ
た
桜
の
名
所

さ
く
ら
で
純
白
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
織
る

さ
く
ら
で
純
白
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
織
る

「
物
の
整
理
」と「
心
の
整
理
」　

2015
／
2016
シ
リ
ー
ズ
第
87
回
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近
ご
ろ
、健
康
や
美
容
、ダ
イ
エ

ッ
ト
、そ
し
て
認
知
症
予
防
に
ま
で

効
果
が
あ
る
と
巷
で
話
題
の「
コ
コ

ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
」。
寒
さ
が
こ
た
え

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、体
を
温
め

る
と
い
わ
れ
て
い
る
旬
の
根
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、コ
コ
ナ
ッ
ツ

オ
イ
ル
入
り
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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・に
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く
、生
姜   

片
・タ
カ
の
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・
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ル
ト
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カ
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水
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片

・
カ
レ
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パ
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じ
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じ
2

・
醤
油
大
さ
じ
1 

・
砂
糖 

大
さ
じ
1

・
塩 

適
量

■
作
り
方

・
野
菜
は
一
口
大
に
切
る
。

・
に
ん
に
く
、
生
姜
は
皮
を
む
き
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

・
鶏
モ
モ
肉
は
一
口
大
に
切
る
。

・
鍋
に
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
、
に
ん

に
く
、
生
姜
、
タ
カ
の
爪
を
入
れ

中
火
で
炒
め
て
香
り
を
出
す
。

・
鶏
肉
を
加
え
て
炒
め
、
肉
の
表
面
が

色
付
い
た
ら
野
菜
を
加
え
炒
め
る
。

・
ホ
ー
ル
ト
マ
ト
、
水
を
加
え
沸
騰

し
た
ら
、
ア
ク
を
取
る
。

・
カ
レ
ー
パ
ウ
ダ
ー
、
チ
キ
ン
コ
ン

ソ
メ
、
砂
糖
、
醤
油
を
加
え
、
野

菜
に
火
が
通
る
ま
で
煮
込
む
。

・
火
を
止
め
て
カ
レ
ー
ル
ー
を
加

え
、ル
ー
が
溶
け
る
ま
で
混
ぜ
る
。

・
再
度
加
熱
し
、
沸
騰
し
た
ら
火
を

止
め
、
プ
チ
ト
マ
ト
を
加
え
る
。

現
在
最
も
注
目
を
集
め
る

若
手
女
性
指
揮
者
の
一
人
で

あ
る
ア
ロ
ン
ド
ラ
・
デ
・
ラ
・

パ
ー
ラ
が
N
響
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
定
期
に
初
登
場
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
メ
キ
シ
コ
で

育
っ
た
彼
女
は
、
着
実
に
キ
ャ
リ

ア
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
国
際
的
な
指

揮
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ス

ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー「
春
の
祭
典
」

で
は
、彼
女
の
生
き
生
き
と
し

た
リ
ズ
ム
感
が
披
露
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
第

1
番
で
は
、
2
0
1
1
年
の

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
の
ナ

レ
ク
･
ア
フ
ナ
ジ
ャ
リ
ャ
ン
が
独

奏
を
務
め
る
。
若
い
才
能
た
ち
の

出
会
い
が
楽
し
み
な
演
奏
会
だ
。

〈
開
演
〉2
0
1
6
年
1
月
31
日
㈰　

15
：
30
（
開
場
14
：
30
）

〈
曲
目
〉ド
ビ
ュッ
シ
ー
：
牧
神
の
午
後
へ

の
前
奏
曲

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
：
チ
ェ
ロ
協
奏

曲
第
1
番
変
ホ
長
調
op.
1
0
7

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：
バ
レ
エ

音
楽
「
春
の
祭
典
」

〈
指
揮
〉ア
ロ
ン
ド
ラ
・
デ
・
ラ
・パ
ー
ラ

〈
チ
ェ
ロ
〉ナ
レ
ク
・
ア
フ
ナ
ジ
ャ
リ
ャ
ン

〈
会
場
〉B
u
n
kamura
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル

・
S
席
：
7
、5
0
0
円

・
A
席
：
6
、0
0
0
円

・
B
席
：
4
、5
0
0
円

理
事
長　

佐
野
と
も
子

昔
は
渋
谷
区
南
部
の
丘

陵
一
帯
に
桜
の
木
が
あ
り
ま

し
た
。
昭
和
20
年
の
戦
火
で
町

と
命
運
を
と
も
に
し
、
現
在
は

桜
丘
町
に
だ
け

復
活
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年

9
月
、
渋
谷
さ

く
ら
育
樹
の
会

は
、
渋
谷
区
桜

丘
町
周
辺
の
桜
並
木（
さ
く
ら
通

り
）の
保
護
・
育
成
、お
よ
び
桜
の

木
を
同
丘
陵
全
体
に
広
げ
、育
樹
・

保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
さ
く
ら
の

丘
・
渋
谷
サ
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
」と
し
て
活

力
あ
る
快
適
・
安
全
の
都
市
空
間
の

実
現
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
植
栽
活
動「
桜
丘
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
P
J
」は
東
京
都
や
企
業
の
支
援

を
う
け
、
代
官
山
、
中
目
黒
へ
と
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
春
に
は「
さ

く
ら
ま
つ
り
」、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
で

植
栽
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
す
。

渋
谷
駅
再
開
発
で
は
、「
桜
」を
シ
ン

ボ
ル
に
し
た
快
適
都
市
空
間
づ
く
り

の
提
案
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

石 

見 

良 

教

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

遺
品
整
理
人

誰
も
が
、「
整
理
す
る
こ
と
」や

「
片
づ
け
る
こ
と
」に
対
し
て
の
苦

手
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
忙
し
く
て
片
づ
け
る
時
間
が
な

い
か
ら
」な
ど
は
、よ
く
聞
く
言
い

わ
け
で
す
。
使
わ
な
い
も
の
を
手

に
し
て
、「
い
つ
か
使
う
か
も
知
れ

な
い
か
ら
」と
言
う
人
も
多
く
い

ま
す
。
ど
ん
な
理
由
づ
け
を
し
て

も
、整
理
や
片
付
け
は
、自
分
が
実

行
し
な
い
限
り
、
そ
の
環
境
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。  

大
事
な
こ
と
は
、
ま
ず
は
自
分

の
心
の
持
ち
よ
う
を
定
め
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
、「
や
る
」と
い
う

覚
悟
を
持
つ
こ
と
で
す
。
部
屋
の

整
理
や
片
づ
け
は
、
や
れ
ば
す
っ

き
り
と
結
果
が
出
る
も
の
な
の
で

す
。「
物
の
整
理
」は
難
し
く
考
え

る
必
要
が
な
く
、
実
は
簡
単
な
こ

と
で
す
が
、
簡
単
に
は
い
か
な
い

の
は
、「
心
の
整
理
」で
す
。

高
齢
期
を
迎
え
る
と
様
々
な
こ

と
で
整
理
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
最
近
よ
く
聞
く
言
葉
の

「
終
活
」は
、
人
の
最
期
に
向
け
て

の
活
動
と
も
言
え
ま
す
。

現
代
社
会
は
物
や
情
報
が
氾
濫

し
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
事
柄

に
つ
い
て
決
着
を
つ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
為

の
遺
品
整
理
と
私
は
言
っ
て
い
ま

す
が
、元
気
な
時
に
で
き
る「
物
の

整
理
」も
、こ
の「
終
活
」に
含
ま
れ

ま
す
。
当
然
、葬
儀
に
つ
い
て
も
葬

儀
社
に
相
談
し
た
り
、
お
墓
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。
さ
ら
に
、財
産

整
理
も
元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
自
分
は
大
丈
夫
」と

言
わ
れ
る
方
が
多
く
い
ま
す
が
、

人
は
い
つ
最
期
を
迎
え
る
か
、
そ

れ
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
瞬
間
が
い
つ
来
て
も
い
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が「
心

の
整
理
」な
の
で
す
。

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

0
1
2
0（
8
8
9
）4
5
1

w
w

w.r-anshin.net/

N
P
O
法
人 

渋
谷
さ
く
ら
育
樹
の
会



取締役会長　林　正弘 取締役社長　東　三元
はやし まさひろ ひがし みつもと

　〈顧問〉
井原　國芳
遠藤　忠男
守隨賢三郎
桑田　瑞松
川崎　達之
舩曵　寛眞
山本　靖子

昭和29年  東京急行電鉄㈱入社
東急不動産㈱、㈱東急エージェンシー、
㈶東急弘潤会専務理事、㈱東弘二葉
（現 東急グルメフロント）社長を経て
平成17年 せいわライフサービス㈱ 顧問
平成27年  同社 取締役会長就任

シニアライフマネージャー1級
廣瀬物産㈱等貿易、地域振興の業務を経て
平成8年 せいわライフサービス㈱監査役就任
平成15年  同社 取締役企画部長
平成17年  同社 常務取締役
平成27年  同社 取締役社長就任

0120-802-109
ハーモニー トウキュウ

セルリアンタワー
東急ホテル

東急プラザ

109

渋谷マークシティ 渋
谷
駅

R246

プロの
お仕事

〝
笑
顔
〞あ
ふ
れ
る
介
護
で
皆
様
を
支
え
た
い

｢東急イーライフデザイン｣

株
式
会
社
東
急
イ
ー
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

0
1
2
0（
9
1
7
）1
6
5（
9
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

www.grancreer.com
/care-azam

ino/

ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
http://www.seiwa-life.co.jp

せいわライフサービス株式会社

せいわライフサービス

〒150-0031東京都渋谷区桜丘町28-9-301

思いどおりの「お見送り」をお考えのあなたへ

「想い」づくりのお手伝いをいたします。
■家族葬、音楽葬などの自由葬、伝統葬儀（仏式、神道、キリスト

教）、火葬場葬、社葬、ホテルメモリアルなど。
■「自己決定支援センター」では、ライフプラン、葬儀プラン、遺言

作成、相続手続など専門スタッフ
　が親身にご相談を承ります。
■お祝い花、お弔い花の全国

配達。
■ユーカリの会（入会金・年会

費なし）入会受付中。

立石かをり（神奈川県横浜市）

林
　
孝
行

グ
ラ
ン
ケ
ア
あ
ざ
み
野  

介
護
職

私
が
介
護
の
仕
事
を
す
る
に
あ

た
っ
て
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の

は
〝
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
〞

で
す
。
ご
入
居
さ
れ
た
皆
様
に「
こ

こ
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、

ま
ず
私
達
が

笑
顔
で
い
る

事
を
常
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
笑
顔
は
そ
の
人

の
最
も
す
て
き
な
姿
だ
と
思
う
か

ら
で
す
。

介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
11
年

に
な
り
ま
す
が
、
今
も
こ
う
し
て

続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、
他
で
も

な
い
、
ご
入
居
さ
れ
た
皆
様
や
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
の
笑
顔
や
励
ま

し
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
だ
と

い
つ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
〝
笑
顔
〞
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る

ケ
ア
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

辛い別れと

　新たな出会いに感謝

辛い別れと

　新たな出会いに感謝

かけがえのない一番大切な人、その夫との別れは突然やっ
てきました。
余命宣告を受け、覚悟はしていたも
のの、あまりにも突然その時が訪れま
した。そのショックに涙も忘れ茫然と
していたおり、これから先の事を手配
しなくてはなりませんでした。
友人の葬儀会社に連絡をいれ、これからの段取りを相談し
ようとしていた矢先に、友人の身内に不幸が重なり、途方にく
れていたところ、以前に入会していた「せいわライフサービス」
を思い出し、連絡をいれました。
不安でたまらない私のもとに、すぐに自宅に駆けつけて下さいまし

た。現職で亡くなり、会社関係、友人も沢山弔問に訪れる事を考
慮して、既に大人数が収容できる斎場を手配してくれていました。
通夜・告別式までの打合せは、会社関係の方も交えて迅速に
対応して、主人と私の思い出の地、
北海道をイメージした祭壇をデザ
インしてくださいました。（満足度
100％です）背景には、白樺をあつ
らえ思い出の北海道の風景の中、
「北の国から」の音楽を流してくだ
さり最後を見送れた事は感謝しき
れません。
沢山の友人に見送られ、盛大かつ立派な葬儀（セレモニーと
称した方がふさわしいです）をあげられた事、せいわライフ
サービスさんに心から感謝いたします。

事務局からのお知らせ

せいわライフサービス㈱取締役社長 岡  道明の死去に伴い、平成27年5月15日、
林 正弘が取締役会長に、東 三元が取締役社長に就任いたしました。


